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問題と目的
Rose nfield(1989)は, 女性が男性に比 べ で 悩みや抑う つ
傾向が高い の は, 家庭内で意志決定に関わる機会が少ない こ
とと, 就労し て い る場合に は職業と家事 ･ 育児と い っ た多く
の役割を兼務するため に負荷が過剰にな っ て い るためだと述
べ て い る｡ これ に対して小林(1996)は, 日本 に お い て 3歳
児を持 っ 母親を対象に就労意識と抑う つ と の関連を調査した｡
そ の結果, 就労した い の に専業主婦を して い る女性や, 主婦
で い た い の に就労して い る女性に抑う つ 傾向が見られる こと
を報告して い る｡ つ まり, 就労して い る女性が職業と家事 ･
育児を両立させ るために負担が過剰に な っ て い る こ とよりも,
自分の望む生き方が で きて い ない ため に抑う つ 状態になるの
だと考え られる｡ さ ら に菅原(1997) は現代の若い母親の家
庭生活や育児に関する意識を調査し, 生活面の様々な こと に
不満を抱い て い る女性が いる ことを報告して いる｡ 生活不満
層と名付けられた女性たちは, 夫と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が
希薄で , 夫と の関係に満足して いな い ｡ こ の タ イ プの女性は
また, 子 どもに対して も不満が多く, 子ども の存在に意義が
見い だせな いと感じて い る｡ こ の よう に母親が自分の生き方
に不満を持ち, 抑う つ 的 にな っ て い る と, 子 どもと の愛着形
成が阻害されると い う報告が ある (Jo urile s & 0
'Leary,
1990)
氏家(1996)は子ども時代の母親の記憶と母親にな っ て か
らの親とし て の態度の関係を調査し, 子ども時代に母親に対
して ネガテ ィ ブな記憶を持 っ て い ると, 自分の子どもの ポ ジ
テ ィ ブ な部分には目を向け にくく , ネ ガ テ ィ ブ な部分を見て
しま いやす いと述 べ て い る｡ さ ら に自分の子どもに虐待をし
て しまう母実見の事例を取り上げ, 父親が自分をよくか らか っ
* 高岡市戸出保育園
て脅かして い た こ と, 両親の間で ケ ン カ が多か っ た と い う記
憶に つ い て紹介して い る｡ 久保田(1995)は大学生を対象に ,
子 どもの 頃 ･ 思春期 ･ 現在の母親に対する認識と現荏の対人
関係との関連性を調査した｡ そ の結果, 過去から現在にわた っ
て母親との 関係に つ い て愛着や敬愛の気持ちを持ち, 母耕 に
対する不信感や拒否感がな い場合に は, 現在の 他者との 関係
が安定して い る ことを見出して い る｡ こ の よう に, 母親が自
分の両親と どの ような関係を築い て きたかが, そ の後 の子ど
もと の関係構築に影響を与えて いるも のと思われる｡
佐藤 ･ 菅原 ･ 戸 田 ･ 島 ･ 北村(1994) は, 母頼が育児の
際に感じる ス ト レ ッ サ ー に は母耕を取りまく人間関係に由来
するも の と, か ん し ゃ くを起こ したりなだめ にく い と い っ
た子ども の特徴に 由来するも の があ ると述 べ て い る ｡ ま た
Br ockington (1996)は臨床的な報告を展望して , 乳児が泣
き続けたり入眠や授乳が困難で あると い っ た子どもの特徴の
ため に親近感が築けな い ケ ー ス が あると述 べ て い る｡ こ の よ
う に, 子 どもの気質的な特徴に よ っ て も母親の意識が変わ っ
てくる ことも示唆され て い る｡
本研究で は, 幼児を持 つ母親の自己意識を自己受容感と自
己拒否感とい う2 つ の 側面か らとらえる｡ そ して , 受容感
と拒否感の違い が母親の子ども時代の親子関係や現在の家族
関係, 子どもの気質など の諾変数とどの よう に関連して い る
の かを検討する｡
方 法
被験者 富山市お よ び高岡市に在住する乳幼児を持 っ 母親
153名 (年齢範囲19歳 - 43歳, 平均29.5歳)0
手続き 質問紙調査を実施した｡ 富山市の 母親に つ い て は
-63-
4ヶ月健診時に母親に質問紙を渡し, 後日郵送に よ っ て回収
した｡ 配布122名に対 して 回収68名 (回収率55.7%) で あ っ
た｡ 高岡市の母親に つ い て は, 4 つ の育園の 3歳未満児ク ラ
ス に お い て担任保育者を通じて質問紙を配布 ･ 回収した｡ 配
布96名に対して 回収85名 (回収率88.5%) であ っ た｡
質問項目の構成 質問紙は フ ェ イ ス項目, 母親 で ある こと に
つ い て の自己受意識に 関する項目, 子ども時代の両親に つ い
て の 印象 現在の家族関係に つ い て の 印象, 子ども ･ 育児 に
つ い て の印象, 子どもの特徴からなる｡
フ ェ イ ス 項目として母親の年齢, 出産回数, 母親の き ょ う
だ い の有無, 子どもの性別, 子どもの年齢を尋ねた｡ 自己意
識に つ い て は大日向(1988)を参考に , 受容感と拒否感を表
すと思われる項目を 4項目ず っ 作成した｡ 自己受容感と関
連すると思われ る諸変数 に つ い て は , 遠藤 ･ 江上 ･ 鈴木
(1991)を参考に , 育児 に関する精神的および実質的サ ポ ー
ト を問う3項目, 母親 の生育歴8項目 (父親との 関係, 母
親と の関像 子ども時代の家庭の雰囲気 近所づきあ いなど),
現在 の家族関係16項目 (現在の両親との 関係, 夫と の関係,
経済的状況など), 育児や子ども 一 般 に つ い て の感情10項目,
子 どもの心身の特徴9項目, 妊娠 ･ 出産時の様子5項目を
作成した｡ ソ ー シ ャ ル サ ポ ー トに つ い て は, い る ･ い な い の
2択 で回答を求め, それ以外の項目はよく あて はまる(5点)
- 全くあ て はまらな い (1点)の 5件法で回答を求めた｡
結 果
調査内容の因子分析結果 母親とし て の 自己意識, 坐育歴,
現在 の家族関係, 育児や子ども 一 般 に つ い て の感情, 子ども
のJL､身o)特徴, 妊娠 ･ 出産時の様子とい っ た調査内容の潜在
構造を探るため, それぞれ の調査内容ごと に因子分析を実施
した｡ 因子分析はいずれ も主因子法で行い , 固有値1 の規
準で因子を抽出した後で varim ax 回転を実施した｡ 調査内
容 ごと の因子分析結果をTable1 - 6 に示す｡
Tablel に示されたよう に母親と して の自己意識は2 つ の
因子か らなり, 項目間の 整合性は α = .830- .647で累積寄与
率は50.93%で あ っ た｡ 第1因子は自己受容感! 第2因子は
自己拒否感と命名された｡ 自己受容感と自己拒否感という2
因子が抽出された ことから, 受容感と拒否感は 一 次元構造の
対極に位置するもの で はなく, 異な っ た次元であると いえる｡
Tablel 母親と して の 自己意識 (va rim a x回転後)
No, 項 目の 内 容
自 己受容 感(α = . 8 30)
QO5 母親 で ある こ とに 充 実感 を感 じて い る
QO 王母親 で あ る こ と が好 きで ある
QO3 母親 に な っ た こ と で 人間 的に 成 長で きた
QO8 子 どもが い な い 方が い い と思う こ と があ る
QO7 母親 に な っ た こ とで 気 持 ちが安 定し た
第 2 因子 : 自己拒 否感(α = . 64 7)
qO4 母親で あ る ため に 自 分の 行 動が かなり 制限さ れ残 念だ
QO2 子育て が不 安 に 感じ られ る
QO6自 分は 母親 と して 不適 格な の で はな い かと思 う




































































































寄 与率(累積 寄与 率) (%)
2.6 12 1. 463
32. 6 5 18. 28(50. 93)
Table2 に示され たよう に生育歴は2因子からなり, α =
.843- .830, 累積寄与率は59.13%で あ っ たo 第 1因子は暖か
い母親像, 第2因子は暖か い父親像と命名された｡ Table3
に示されたよう に現在の家族関係は3因子からなり, α = .879
-
.811で , 累積寄与率は50.55%で あ っ た｡ 第1因子は両親
との 不仲, 第2因子は夫の協力, 第3因子は夫婦のすれ違
いと命名された｡ Table4 に示されたよう に育児 ･ 子ども 一
般に つ い て の印象は3因子からなり, α - .916- .830, 累積
寄与率は72.65%で あ っ た｡ 第 1因子 は育児の 楽しさ , 第 2
因子は育児の 煩わ しさ , 第 3因子はもとから の子ども好き
傾向と命名された｡ Table5 に示されたよう に子どもの心身
の特徴は3因子からなり, α - .589- .306, 累積寄与率は45.
48%で あ っ た｡ 第 1因子は寝 っ きの悪さ, 第 2因子は 1項目
だ けな の で 接触を好む傾向, 第3因子は大人との よ い関わ
りと命名された｡ Table6 に示された よ う に, 妊娠 ･ 出産時
の様子は2因子からなり, α - ,466- .081, 累積寄与率は24.
77%で あ っ た｡ 第 1因子は健康面で の気がかり, 第 2因子は
出産希望 ･ 新生児と の接触と命名されたが , 第2因子は固
有値.249, α - .081で ある ことか らわかるよう に , こ の因子
は心理尺度として は全く意味をなさな い の で , 以下 の分析に
は用い な い｡
Tab一e2 子ども時代の両親につ い ての印象(varima x回転後)
No. 項 目 の 内容
第 1 因子 : 暖 か い 母親 像(α = . 849)
QO9 子 どもの 頃 ､ 私 の 母 は私 をよ く か わ い がっ て く れ た
Qll 昔 ､ 私 の 母 は冷 たか っ た
QIO 子 どもの 頃 , 私 は よ く 母 に 甘え た
Q15 私の 母 は子 ど も好 きで あ る
第2 因子 : 暖 か い 父親 像(α = . 830)
Q12 子 ども の 頃 . 私 の 又 は私 をよ く かわ い がっ て く れ た
Q】3 筈 , 私 の 父は 冷 たか っ た
Q16 私の 文は 子 ど も好 きで ある
Q14 子 ども の 頃 ､ よ く 家 族で い ろ い ろ な お しや べ り を
楽 し んだ
固有 値
寄与 率( 累 積寄 与率)(%)
ど 1 F 2 ム2
. 829 . 39 l . 840
-.682-,27 9 .543
. 675 . 14 8 . 478
, 628 .40 5 . 558
, 254 . 8 17 . 732
-.233-.78 9 . 677
.308 . 6 1l . 468
. 417 . 509 . 433
2.390 2.340
29. 88 29, 2 5(59. 】3)
Table3 現在の家族関係につ いて (v arim a x回転後)
No.項 目の 内容 F 1 F 2 F 3
第 1 因子 : 両 親と の不 仲(α =.879)
Q31 現在私の 母 親は冷た い
Q32現在 私の 父 親lま冷た い
Q2 9 母 は 私 の よ き相 談 相 手 で あ る
Q30私は 自分 の 母 の よ うな 母親 にな り た い
Q26夫は 病気が ち であ る
第 2 因子: 夫の 協力(a =.849)
q22 夫 は 子 ど も と よく達ぷ
q23 夫手ま子育て の手 伝 い を して < れ る
QZl夫は 子 ど も好 きで あ る
Q28育 児や 家事の 協力 者が い な い
第3 因 子: 夫婦 のす れ 違い (α = . 81 1)
q20夫が 私に関 心 を払 っ て くれ な い
Q17 私 た ち 夫婦は お 互 い に よく 理摩 し合 っ て い る
Q19性生 活 に不 満が あ る
q18私た ち 夫婦は 子 育 て につ い て 意 見が一致 し て い る
Q24夫 は 留守が ち で あ る
Q27夫の 豪族 と折 り合 い が 悪 い
q25経済的に不 満が あ る
固有値












































































































































































































































9. 6 1 1 9.52 16. 42 (50.55)
母親 で ある こ と に つ い て の 女性の 自己意識
Table4 育児 ･ 子ども 一 般につ いての印象(varim a x回転後)
No . 項目 の 内容
第1 医l子 : 育児の 楽 し さ (α = . 9] 6)
Q3 9 お子さ んを思わず なで たり . ほ お ずり したりす る
こ とが よくある
Q4 0 ｢ いな い い な い ば ぁ-]等 ､ お子 さ ん と遊 ぶ こ とが
よくあ る
Q3 8 授乳やお むつ 香えの 時 お子さ ん に 話 しか ける こ と
などがよ く あ る
Q3 3お子 さんがお 乳な どを吐く と汚い と思 う
Q3 6 汚れたおむつ ･ パ ン ツ を域う こ とは汚 い と 思う
第 2 因子 : 育児の 煩わ し さ(α -.8 6 0)
q3 4 お子さん に泣 か れ て 夜 中に 何度 も起こ さわ る こ と
はわず らわ しい
Q3 5夜 中の おむつ 替 え や授乳 などは わ ずらわ しい
F I F 2 F 3ム
,94 6-. 1 4l .1 0 2,92 6
.87 7-, 12 0 . 1 67.81 1
.7 9 9-,1I O . 1 52 . 67 4-.7 0 0_39 0--,l1 3 . 65 5-. 6 1 7 . 39 8-, 2 65 . 61 0
-. 1 7 8
-. 2 74








































Q41 私 は ､ もと もと赤ちや んや 子ど もが好きで あ る ▲205-,1 1 3_89 7 , 8 6 0q42 私 は ず っ と 以前 か ら . 早 ( 自分の 子 どもが欲 しい
と強 く 思 っ て い た .1 47-. 2 17 . 7 3 0 . 6 01
3. 3 56 2.33 5 1.57 5寄与率(累積寄与 率)(冗) 33. 56 2 3. 5 1 5. 7 5(72.65)
Table5 子どもの 心身の 特徴 (va rim a x回転後)
F 1 F 2 F3
第 1 因子:壌つ きの 悪 さ(a = . 5 8 9)
col 現 在夜 泣き をす る こ とが あ ります か
co2 星間寝て ばか り い て ､ 夜 起 きて い る こ とが あり ます か
第 2 因子 :接 触を好 む傾 向
co4 抱かれた り ､ さわ られた りする こ とは好 きで す か
第3 因子:大 人 との よ い 関わ り(a ; . 306 )
co5 善悪哀楽 な どの 表情 を示 す こ とはあ り ますか
co6 大人 が相 手 になっ て 運ぶ と喜 び ます か
co3 毎 日の 食 事時 間 は窺 則餌 です か
固有 値
寄与 率(東棟寄 与 率) (%)
.986-.038 . 154 . 998
. 484 . 172 . 2 2 4 . 31 4
. o 42 . 892,8 5 7 , 80l
-. o27 . 130 . 5 9 3 . 369
. 1 42 ,265 . 28l . 170
. o2l -.003 . 2 7 6 . 076
1.230 . 914 .584
20. 51 1 5, 24 9. 73 (4 5. 4 8)
Table6 妊娠 ･ 出産時の様子 (v arim a x回転後)
No. 項 目 の 内 容 F I F 2
第 1 因子 : 健 康 面 で の 気 が か り(α = .4 6 6)
PO4新 生児 の 体 重(軽 い 旺 ど得 点 が 高 い) . 6 5 2-.0 4 2 . 4 2 7
P O 3出産 は 早産 だ っ た か . 628 -, 2 1 0 . 4 3 8
P O 5健 康 に つ い て の 心 配 は あ る か . 4 1 2 . 2 0 4 . 2 1 1
第 2 因子 : 出産 希 望 ･ 新 生 児 と の 接 触(α = . 0 8 1)
po2出産 直後 か ら 新 生児 と 同 室 だ っ た か -. 0 0 1 . 3 2 3 . 1 0 5
P O l出産 を希 望 して い た か -. 0 1 4 . 2 3 9 . 0 5 7
固 有 値 . 9 9 0 . 2 4 9
寄 与 率( 累積寄 与 率) (%) 1 9. 7 9 4. 9 8(24. 7 7)
自己受容感と拒否感を持つ母親の 特徴 Tablel からわかる
よう に, 自己受容感と自己拒否感はそれぞれ独立した因子で
あ っ た｡ そ こ で全て の 回答に記入漏れの なか っ た125人を対
象として , 自己受容感と拒否感の因子得点の正負によ っ て母
親を4 つ の タ イ プ に分類 した｡ タ イプ Ⅰ は受容感と拒否感
が共に低い母額で, タイプ Ⅱは受容感が低く拒否感が高い母
親, タ イ プⅢ は受容感が高く拒否感が低い母親, タ イプ Ⅳ は










プ Ⅰ :30人, タイ プ Ⅱ :31人, タ イ プ Ⅲ :37人, タ イ プ Ⅳ :
27人で あ っ た｡
そ れ ぞれ のタイ プの 間で , 母親 の育 っ た家族関係, 現在 の
夫との 関係, 母親 になる前に抱い て い た子ども へ の感情, 覗
在 の子ども の特徴がど の よう に異なるかを調 べ るため, 4 つ




A - .390,F(42,309.28)-2.75(p< .001) で 有意な多変量
主効果が得られた｡ 個別変量に つ い て は8 つ の 因子で有意
な主効果が得られた｡ 8 つ の 因子に おける主効果は, 暖か い
母親像で F(3,117)- 7.28(p< .001), 暖 か い 父親像でF-4.31
(p< .o1), 両親と の不仲でF-12.16(p< .001), 夫 の育児参加
で F- 3.14(p< .05), 夫婦の すれ違い で F-4.06(p< .01), 育児
の 楽しさ で F-12.31(pく001), 育児 の 煩わ しさ で F-4.18
(p< .o1), もとから の子ども好き傾向でF-5.62(p< .01)とな っ
た｡
次に どの タ イ プ 間に差が見られるかを調 べ るため, Tukey
の W S D法に よる多重比較を実施した (α - .05レ ベ ル)｡ そ
の 結果, 暖か い母親像に関して は, タ イ プ Ⅰ < タイ プ Ⅲ ･ Ⅳ
とい う有意差が見られた｡ 暖か い父頼像に関して はタイプ Ⅰ ･
Ⅱ < タイプ Ⅲ とい う有意差が見られた｡ 両親との不仲に関し
てはタイプ Ⅰ > タイ プ Ⅱ ･ Ⅲ ･ Ⅳ と い う有意差が見られた｡
夫の育児参加に関し て はタイ プ Ⅱ < タ イ プ Ⅲ と い う有意差が
見られた｡ 夫婦の すれ違い に関して はタ イ プ Ⅰ ･ Ⅱ > タイ プ
Ⅲ と いう有意差が見られた｡ 育児の楽しさ に関して は, タイ
プ Ⅰ < タイ プ Ⅱ < タイプ Ⅲ < タ イ プ Ⅳ の順 で , 各タイプ の間
に有意差が見られた｡ 育児 の煩わ しさ に関して はタイ プⅢ <
タイ プ Ⅳと いう有意差が見られた｡ 子ども好き傾向に関して
は, タイプ Ⅱ < タイ プ Ⅰ ･ Ⅲ ･ Ⅳ と い う有意差が見られた｡
有意な個別変量主効果の得られた8 つ の 因子の , タイ プ ご
と の平均値をFigu r el に示す｡
考 察
本研究で はまず, 乳幼児を持 っ母親の自己意識が自己受容
感と自己拒否感の 2 つ の 構造からなる ことを明らか に した｡
次 に 2 つ の 因子得点に よ っ て母耕を4 つ の タ イ プ に分類し,
仁コ タ イ フ
○
Ⅰ 匡喜ヨタ イ フ
○
Ⅱ 育 タ イ プ ⅡⅠ 鴎 タ イ プ
○
IV
噴 か い 母 親 像 q菱カゝ い タ:毒死偉 両寿現と の 不一中 大 の 育 児 参 加 夫 婦 の す れ 遠 い 育 児 の 楽 し さ 育 児 の 煩 わ し さ チ ビ も 好 き 傾 r5]
Figur e1 4つ の タイプの母親の特徴
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そ れぞれ の特徴を探索した｡
タイ プ Ⅰ の女性は母親に な っ た こ とに対する自己受容感も
拒否感も低く, 母親 にな っ た こ とそれ自体に つ い て の意識が
弱い ｡ こ の タイ プ の女性の特徴を見ると, 幼少期の暖か い母
親像と暖か い父親像が有意に低く, 現在の両親と の不仲は他
の 3 タイ プ に比 べ て有意に高い ｡ そ して , 夫 は協力的で は
なく夫婦の すれ違い も存在する｡ 緒方(1996) は ア ダ ル ト チ
ル ド レ ン に関する研究を展望して ｢家族から愛されずに育 っ
た人は, 自分と同様に愛されずに育 っ た人を配偶者に選び,
お互 い に そ の相手を愛する ことで , 自分の気持ちを満足させ
る｣ 傾向があると述 べ て い る｡ こ う した夫婦関係はお互い を
高め合う場合もあるが, お互 い に蔑ん で夫婦関係を歪めて
しまう場合もあ ると い う (緒方,1996)｡ 数井 ･ 無藤 ･ 園 田
(1996) は, 夫婦関係の 調和性は女性が親とな っ た とき に感
じる制約感 ･ ス ト レ ス と高い負 の相関があり, 母子間の愛着
の安定性と正 の相関がある ことを報告して い る｡ こ う した知
見を踏まえると, 本研究におけるタ イ プ Ⅰ の女性は, 子 ども
との情緒的な結び っ きが不安定に なりやすい と いえる｡
タイ プ Ⅱ の女性は自己拒否感だけが高い女性である｡ 暖か
い母親像はタイ プ Ⅰとタ イプ Ⅲ ･ Ⅳ の 中間に位置して おり平
均的で あるが , 暖か い父親像は低いと感じて い る｡ 現在 の両
親との関係は中程度で ある｡ 夫の育児参加は有意に低く, 夫
婦 の すれ違い も有意に 高い ｡ 他 の 3 タイ プに比 べ て , こ の
タ イ プの女性の みがもとから子どもが好きで なか っ たと い う
顕著な傾向を示して い る｡ 氏家(1996)は女性が出産して母
親に なる際に , 途中の プ ロ セ ス の違 い に よ っ て 自分を否定的
に見るよう になる のか, そ れ とも初期状態に既に違いがある
の か, 2 つ の モ デ ル を提示して い る｡ 本研究で は, 自己否定
感を強く持 っ 母親に もともと子どもが好きで な い傾向が高く
見られた｡ したが っ て , これ は母親とし て の 自己拒否感を増
大させるため の危険因子として作用して い る可能性が考え ら
れる｡
タ イ プ Ⅲ の女性は自己受容感が高く拒否感は低い の で , 覗
状 に対して 最も適応して いる女性であると い え よう｡ この タ
イ プは暖か い母耕像も暖か い父親像も有意に高い｡ しかも こ
の タ イ プ の夫は育児に協力的で夫婦の すれ違いは有意に低い ｡
もともと子ども好きだ っ た こ とば, 母菓昆とし て の 自己意識 の
形成に お い て危険度を下げる因子と考え らる｡ ま た夫婦間の
調和がよ い こ とは, 子 どもと の安定した愛着関係に も影響し
て い る(数井ら, 1996)｡ 配偶者と の良好な関係を築く こと
が で き, 子 どもとの 関係が安定して い るため に育児が楽しく
感じられ るの で あろう｡
タイ プⅣ の女性は自己受容感と拒否感が共に高い ｡ こ の タ
イ プ の女性は, 育児の 楽しさが他の 3 つ の タイ プよりも有
意に高い と同時に, 育児 の煩わしさも有意に高くな っ て い る｡
ま た, 暖か い母親像は有意に高か っ たが , 暖か い父額像はタ
イプ Ⅲ とタイ プ Ⅰ ･ Ⅱ の中間に位置し, 平均的で ある｡ 夫 の
育児参加と夫婦のすれ違いも平均的で ある｡ しかし両親との
不仲は最も低い ため , おそ らく夫以外に精神的あ る い は実質
的な ソ ー シ ャ ル サ ポ ー トを受ける ことが で きるもの と考えら
れる｡ したが っ て , こ の タイ プはごく普通に母親業をこなし
て い る女性で あると考えられる｡
4 つ の タイ プ の特徴を検討した結果, 幼少期の両親の 暖か
さ, 特 に暖か い父親像は母親の自己受容感と自己拒否感の両
方に関連して いる ことが明らか に な っ た｡ ま た, 夫の育児 へ
の協力, あ る い は夫婦の すれ違い も自己受容感 ･ 拒否感と関
連して いた｡ さ らに もともと子ども好き であ っ たかどうかと
いう母親の抱い て い る暗黙の子ども観が, 自己否定感を高め
る危険因子に なる可能性も示唆され た｡ 本研究で は4 つ の
タ イ プ の比較を行 っ ただ けで , 調査 で得られた諸変数か ら自
己受容感と自己拒否感の程度を予測したり, 4 つ の タイプを
判別するような分析は行わなか っ た｡ したが っ て , 今後は こ
の ような回帰的手法を用い て , 予測が成り立 っ かどうかを検
討して いく必要があろう｡
これ ら の結果を踏まえて , 本研究で は今後の子育て支援に
向けて 2 つ の 提言を行う ｡ まず第 一 に 学校教育に おける教
育内容の改善が挙げられる｡ 家庭科が男女共修にな っ て から,
保育所や幼稚園などに 中学生 ･ 高校生が出かけて子どもと触
れあう機会が多くな っ て き た｡ これ は, もともと子ども に抵
抗感のある女性が子どもに慣れる機会を提供するばかり でな
く, 男性が育児に参加するため の よ い学習機会にな っ て い る
と思われる｡ 男性が育児に協力的になり, 自分の子どもとの
問に暖か い情緒的な関係を作る ことが できれば, 配偶者の母
親として の自己受容感は高まる の で ある｡ し たが っ て , 保育
の体験学習が男女 の 双方に有益な体験に なる よう に最大限の
配慮や工夫をする ことが望まれる｡
第 二 に, 母子保健業務の改善で ある｡ 近年は父親の育児参
加を促すために , 母頼教室だけで なく パ パ マ マ 教室(セ ミ ナ ー )
などが開催される よう に な っ て き て い る(中山,1997)｡ 父親
の育児参加は, 子どもの社会性や知的発達に よ い影響を与え
る(Ma cDo n ald & Pa rke, 1984;土谷 ･ 飯島 ･ 加藤 ･ 数井,
1996)｡ さ ら に配偶者に対するサ ポ ー トの機能も有して い る｡
したが っ て パ パ マ マ 教室等の家庭支援の講座で , 父母が共に
子どもと の関わり方に つ い て学 ぶ こ とは, 調和的な夫婦関係
を作ること に寄与し, それが子ども の発達に よい影響を及ぼ
すと考えられる｡ Ca m a r a& Re s nick(1988)は, 夫婦間に
対立が生じたとき に父親が言語的に相手を威嚇する家庭 の子
どもは, 学校などで 向社会的行動が少なく問題行動が多いと
報告して いる｡ ま た夫が妥協 ･ 調和的な解決を図る家庭の子
どもは学校など で の攻撃行動が少ない ことも報告して い る｡
現在のと ころ父親に子育て を教える機会ははとん どな い ため,
こ う した パ パ マ マ 教室などを利用しながら, 夫婦で子育て に
つ い て話し合 っ た り協力する場を設けて いく必要があろう｡
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